




































































































































































































































































































































































































































































14）歌詞には今日の人権問題に照らし不当な差別語句や不適切と思われる表現もあるが、その成立年   
        代の背景や民俗文化の記録という観点から、あえて原文のまま記載した。
15）綾部市市史編纂委員会 (1976)『綾部市史』（上）綾部市
16）都節音階」とは、「ずいずいずっころばし」、「お江戸日本橋」などに使われるミファラシドからな
        る５音音階（陰旋法）で近世邦楽に広く用いられた。
17）松岡謙一郎 (1981)「安心院の庭入り」『大分県文化財調査報告書』（５５）大分県教育委員会
18）①安永８年 (1779)『御用御触書写帳』楢原村文書
        「村々ニ而祭り之節若者共寄り集歌舞妓様之事致候儀は、先達急度停止と被仰付候、然所近頃ニ而
        はにわか杯と名附候而歌舞妓ニ似寄候事致候村方有之様ニ相聞え不埒之事ニ候、此巳後右躰之事 
       致候村於有之候は遂詮議庄屋年寄等迄御咎被仰付候間、左様可被相心得候」
27
　　②文政７年（１８２４）『御触書読渡御請印形帳』
       「一　盆中町在踊御歳限中無用事、　一　神事仏事共相成丈可致省略候事…（中略）…村々小祭ニ
       致迄右ニ准諸事質素ニして獅子舞神前斗ニ而為舞可申事」
19）菊池貫一朗 (2003) 『江戸府内絵本風俗往来』青蛙社　※明治３８年刊東陽堂支店刊の複製本

























・長門市文化財保護室 「赤崎神社楽踊」『ななび』www.nanavi.jp/page/detail  2009.1.7
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